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 令和8年度　スケジュール
前　　期

令
和
８
年

４月２日（木） 学年開始
入学式

４月３日（金）～９日（木）
全体オリエンテーション
学部学科別オリエンテーション
前期受講登録ガイダンス

４月10日（金） 授業開始（全学年）

８月10日（月）～９月13日（日） 夏季休業

後　　期

９月14日（月）～ 17日（木） 後期受講登録ガイダンス

９月18日（金） 授業開始

10月10日（土）～ 10月11日（日） 大学祭

10月12日（月） 大学祭片付け

12月25日（金）
　～令和９年１月４日（月） 冬季休業

令
和
９
年

１月５日（火） 授業再開

１月中旬 はたちのスタートライン（式典）

１月上旬〜１月下旬 卒業研究発表

２月１日（月）～３月31日（水） 春季休業

３月15日（月） 学位記授与式

３月31日（水） 学年終了

 福井工業大学アプリ（FUT アプリ）について

　大学から発信する情報に関して、スピーディかつ手軽に情報を取得できるツールとして、「福井工業
大学アプリ」（※以下「FUTアプリ」）を導入しています。入学後に、登録手続きをご案内いたしますので、
保護者様のスマートフォンに登録をお願いいたします。保護者は２名まで利用登録が可能です。
　FUTアプリでは、学納金振込明細書・引落明細書、成績通知書、奨学金情報、後援会に関するお知
らせなど、重要な情報を随時発信いたしますので、必ずご確認ください。
　スマートフォンを機種変更した場合は、再度 FUTアプリのインストールが必要となります。機種
変更前に引き継ぎ作業をすれば、各自で新しい端末へ引き継ぎいただくことが可能ですが、機種変更
後に手続きする場合は、新しいQRコードが必要になりますので、学務課へお申し出ください。
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　本学では、学生が各自学部学科の人材の養成及び教育研究上の目的に基づいた「カリキュラム」
に従って、4年間の目標を設定します。また、各自が毎年学習計画を立て、どのような授業を履
修すべきであるかを考え、授業時間割を確定させます（受講登録）。
　その後、授業で得た学習の成果を判定するために試験等が実施され、その結果を総合的に判断
し、それぞれの科目の成績評価をします。
　ここでは、1年間の主な学習に関するスケジュール（予定）をご紹介します。

学　び　（教務関係）

　　学習に関するスケジュールⅠ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

後
期
授
業
開
始

前
期
授
業
開
始

前　　　　　　　期 後　　　　　　　期

受
講
登
録
ガ
イ
ダ
ン
ス

前
期
成
績
通
知

受
講
登
録
ガ
イ
ダ
ン
ス

受

講

登

録

卒
業
研
究
発
表

卒

業

判

定

進
級
判
定

受

講

登

録

夏季休暇 冬季
休暇

時間割を受け取り、各自で履修計画を考えます。
学習相談・授業を履修する上で不明な点などの指導を受け
ることができます（年間で登録出来る科目の単位数は48
単位以内。各学期に20単位以上修得することが目安）。

今年度の授業を決定するための手続きです（各自でWEBに
よる受講登録）。

保護者宛の「成績通知書」は前期9月中旬〜下旬　後期3月
上旬〜中旬に FUTアプリにて個別に配信する予定です。

後
期
成
績
通
知

（
３
年
次
・
４
年
次
の
み
）

（
９
月
下
旬
）
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学び （教務関係）

1 キャンパスにおける授業時間帯
■ 福井キャンパス	 ■ あわらキャンパス
　 第1時限　  8時50分～ 10時20分	 　 第1時限　  9時30分～ 11時00分
　 第2時限　10時30分～ 12時00分	 　 第2時限　11時10分～ 12時40分
　 第3時限　12時40分～ 14時10分	 　 第3時限　13時30分～ 15時00分
　 第4時限　14時20分～ 15時50分	 　 第4時限　15時10分～ 16時40分
　 第5時限　16時00分～ 17時30分	 　※�あわらキャンパスでは主にスポーツ

健康科学部の授業が開講されます。

1 卒業までに必要な単位数
必修科目を含めて卒業までに合計124単位以上の修得が必要です。

2 成績評価について
　本学では成績評価基準として、５段階評価とGPA制度を採用しています。科目ごとに出
席状況、レポート、試験等によって総合的に評価され、100点満点で採点し５段階評価を行
います。
　この科目ごとの評価（秀・優・良・可・不可・無）をそれぞれ4・3・2・1・0・0のGP（グレー
ド・ポイント）と呼ばれるポイントに置き換えた平均値がGPA（グレード・ポイント・アベレー
ジ）です。最高点は4.00です。本学の奨学金制度においてもGPAを活用しております。

＜GPAの算出方法＞

　　　　  （科目ごとのGP×単位数）の和
　GPA=
　　　　　 登録した科目の単位数 　の和

単位
修得 評　　点 成績通知書

の表示
Grade
Point

合

100 − 90 秀 4
89 − 80 優 3
79 − 70 良 2
69 − 60 可 1

否

59 以 下 不可 0
出席不良の
為、試験受
験資格なし

無 0

　各学期の成績がまとまり次第、保護者の方へ成績通知（前期成績9月中旬・後期成績3月上
旬に FUTアプリにて通知）を行っております。
　成績の内容につきまして不明な点がある場合は、大学学務課までお問い合わせください。

　　成績・進級・卒業についてⅡ
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3 履修制限制度
　3年次修了のとき、履修制限制度を設けております。
　3年次修了のとき教養分野科目及び専門分野科目の合計修得単位数96単位以上
の条件を満たさない学生は、卒業研究を受けることが認められません。従って、卒業が延
期されます。

4 受講登録について
　大学での授業への出席は各学期（前期・後期）始めの受講登録ガイダンスに出席して一人
一人の学習計画に基づいて受講登録を行うことから始まります。
　本学では、WEBによる受講登録を実施しています。受講登録期間内に、各学生はノート
パソコンを使って、受講希望の科目を登録します。
　年間で登録出来る科目の単位数は48単位以内となっています。各学期に20単位以上修得
することが目安となります。

5 習熟度別クラスの編成
　学生の学力、学習歴の多様性に対処しそれぞれの学生の能力に応じた教育を実施すること
を目的として「習熟度別クラス」編成を行っております。入学直後にプレイスメントテスト
を実施し、その試験結果に基づいて教養科目の英語・数学（学科によっては専門科目の一部）
において「習熟度別クラス」編成を行っております。

6 授業の出席状況の通知について
　前期・後期の各2回、卒業要件とされる全科目について、学生一人一人が登録している授
業の出席状況の調査を行っております。学務課にて調査結果をまとめ、各担当教員へ報告し、
必要があれば保護者の方へ連絡をする場合もあります。
　その他に、各科目の担当教員は、授業終了後に出席情報をシステムへ入力しています。
そのデータは翌日には担当教員に共有され学生の状況を早い段階で把握し、適切な指導に
つなげられるようにしています。
　　　　　

■ お問い合わせ先
　 担　　　当 ： 学務課（教務系）
　 電　　　話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 7865
　 電子メール ： kyomu-u@fukui-ut.ac.jp
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学び （教務関係）

1 主体的な学習のサポート
　学習支援室は、学びのコーチ役として学生の学力向上をお手伝いし、学生の相談に応じた
指導を行います。大学で学ぶことの楽しさを知り、自ら進んで勉強する動機付けになればと
考えています。

2 施設概要
１．指導担当教員

数学、理科のほか、学科専門担当の教員8名が指導に当たります。
２．開室時間

月曜日〜金曜日　9：00〜 17：30（最終受付　17：00）
３．場所

FUTタワー 5階
個別指導室、自学習室

４．指導科目
数学、物理、化学、専門科目

3 学習支援室の活動
個 別 指 導 室

　数学・物理・化学と専門科目について、授業や課題、もう一度基礎から学び直したいという
学生の希望に応じた指導を行っています。「個別指導室」とありますが、複数での相談や先生
の近くで学習したい、静かな環境で学習したい、という学生にも施設を開放しています。
　午後からは、各学科の先生に参加していただき、専門科目についても指導を行っています。

自 学 習 室

　学んだことをもとに、自分であるいは友人達とグループで自由に学習をすることができま
す。自学習中の飲食、私語を許可するなど、リラックスしながら学習できる環境になってい
ます。
　また、ノートパソコンを持参することで、インターネットでの資料検索やレポート作成を
することができます。
　「個別指導室」が隣接しているので、思い立ったときに、質問や相談ができる環境になって
います。

　　学習支援室Ⅲ
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1 大学で取得できる教育職員免許状の種類
　本学は、将来教職に就くことを希望する学生が、教育職員免許状を取得できる課程として、
文部科学省から認定を受けています。
　教育職員免許状を取得するには、卒業に必要な単位の他に、所定の単位を修得する必要が
あります。

１．取得できる免許状の種類及び教科
本学で取得できる免許状の種類は次の通りです。

学　部 学　　　科 免　　許　　種 教　　科

工 　学　 部

電気電子情報工学科

高等学校教諭一種免許状 工　　業
機械工学科
建築土木工学科
原子力技術応用工学科

環境学部
環境食品応用化学科

中 学 校教諭一種免許状
理　　科

高等学校教諭一種免許状
デザイン学科 高等学校教諭一種免許状 工　　業

経営情報学部 経営情報学科 高等学校教諭一種免許状 情　　報
スポーツ
健康科学部 スポーツ健康科学科

中 学 校教諭一種免許状
保健体育

高等学校教諭一種免許状

２．免許状取得に必要な基礎資格
教育職員免許状を取得するには次の条件を充たす必要があります。

Ａ）基礎資格 学士の学位を有すること

Ｂ）基礎科目 ８単位（日本国憲法、基礎健康科学、ベーシック
コミュニケーションⅠ・Ⅱ、コンピュータリテラシ）

Ｃ）教科及び教科の指導法に関す
る科目

中 学 校教諭一種免許状　28単位
高等学校教諭一種免許状　24単位

Ｄ）教育の基礎的理解に関する科目
中 学 校教諭一種免許状　10単位
高等学校教諭一種免許状　10単位

Ｅ）道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、教育
相談等に関する科目

中 学 校教諭一種免許状　10単位

高等学校教諭一種免許状　８単位

Ｆ）教育実践に関する科目
中 学 校教諭一種免許状　７単位
高等学校教諭一種免許状　５単位

Ｇ）大学が独自に設定する科目
中 学 校教諭一種免許状　４単位
高等学校教諭一種免許状　12単位

　　教職支援室Ⅳ
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学び （教務関係）

2 施設概要
１．指導担当教員

公立学校教員に勤務経験がある教員が、指導・相談に当たります。
２．開室時間

月曜日〜金曜日　9：00〜 17：30（最終受付　17：00）
３．場所

FUTタワー 5階　教職支援室
４．指導分野

中・高等学校教員の業務の概要、教員採用試験関係全般

3 教職支援室の活動
　教職支援室では、教員を目指す学生に対して、教員採用試験に向けた取り組み、教育実習
先の選定などの指導・相談に当たります。過去の各都道府県の試験問題集や教員採用試験の
ための月刊誌をそろえており、採用試験を目前に控えた4年生はもとより、すべての学年の
学生の相談に応じ、教員を目指す学生の意識を高め、現役合格ができるようサポートしてい
きます。どんな些細な内容でも、気になる点があれば気軽にご相談ください。

　　クラブ活動支援センターⅤ

1 クラブ活動支援センターの活動
　クラブ活動支援センターは、強化指定クラブ（15クラブ）を中心に、修学に関する支援を実
施することを目的としています。
　具体的には、対象とするクラブ学生が公式大会等に参加（出場）できるような修学支援に取り
組み、公式戦等で授業に参加できない場合の教育的配慮を行う支援（公欠対応）を学務課と協働
で推進しています。また、安全面等に配慮するトレーニング環境の整備・構築、大会成績・活動
内容の広報を行っています。

2 強化指定クラブ（令和8年3月現在）
剣道部・柔道部・空手道部・硬式野球部・女子硬式野球部・バレーボール部・馬術部・サッカー部・
カヌー部・ゴルフ部・水泳部・陸上競技部・男子ホッケー部・女子ホッケー部・吹奏楽部
※強化指定クラブについては、毎年審議を行うため、変更の可能性があります。

■ 場　　所 ： 大学2号館1階　学務課内
　 開室時間 ： 月曜日〜金曜日　8：30〜 17：30
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　　情報メディアセンターⅥ

1 情報ネットワークサービス
　本学では、ノートパソコンを利用した情報ネットワークサービスを提供しています。情報
ネットワークサービスを利用する際には、入学後にお渡しするネットワークアカウントカー
ドに書かれたアカウントとパスワードが必要となります。現在提供されているサービスは以
下の通りとなります。

１．受講登録
当該年度に受講する科目の登録・修正・削除・参照

２．成績照会
科目別成績及び単位修得状況参照

３．教務掲示
休講・教室変更等の授業情報及び連絡事項の検索・参照

４．就職情報検索
企業、求人及び説明会の検索・参照

５．シラバス検索
授業検索（シラバス）の検索・参照

６．Microsoft 365
大学メール、OneDrive、Teams等利用

７．学習支援システム
オンライン型授業支援システム

2 ノートパソコンの準備・登録とサポート
　本学では、授業の他、WEB受講登録等のネットワークサービス利用の為、ノートパソコ
ンの購入をお願いしております。
　大学推奨パソコンを購入された場合は、学内ネットワークへの登録及びソフトウェアのイ
ンストールなど各種設定済みのものをお渡しいたします。
　推奨以外のパソコンをお持ち込み頂いた場合は、サポートデスクにて学内ネットワークへ
の登録やソフトウェアのインストールなど各種設定を行います。登録されたノートパソコン
はサポートデスクにて各種相談・修理の受付を行っております。

■ サポートデスク営業時間
　 月曜日～金曜日　8：30～ 17：30　
　 （なお本学推奨パソコン購入者は、修理中、代替機を貸し出します。）

3 ノートパソコンの貸し出し
　お持ち込み頂いたノートパソコンが故障した場合は授業時に限り、修理書をご提示いただ
ければ情報メディアセンターにおいて貸し出しを行っております。
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学び （教務関係）

4 インターネット利用環境
　学内全域で大学登録ノートパソコン、スマートフォン、タブレットから無線 LANを使用して
インターネットを利用することができます。ただし、場所によって電波が遠く、繋がりにくいと
ころもあります。
　また、下記エリアでは、情報コンセントを利用した高速なインターネットを利用することがで
きます。

建　物 情報コンセント利用可能エリア

１号館

６F：経営情報実習室Ⅰ・Ⅱ
７F：住環境デザインスタジオ、基礎デザイン実習室１・２、
　  設計スタジオ１・２
８F：プロダクトデザイン実習室、プロダクトデザインスタジオ

２号館 １F：学生ロビー
３〜４F：図書館

FUT
タワー

３F：ラーニングコモンズ
５F：学習支援室
６〜 14F：講義室

６号館 ２F：201、207携帯端末実習室
４F：405携帯端末実習室

※情報コンセント：�有線 LANの LANケーブルを差し込む差込口と、電源用の差し込み口のついたコンセントの事

　下記エリアでは設置パソコンを利用して、インターネットを利用することができます。

建　物 階 利用可能エリアと種類 開放時間

１号館 ３F キャリアセンター：情報収集用パソコンコーナー
大学営業時間内

FUTタワー ３F ラーニングコモンズ：自主学習用パソコンコーナー

６号館
３F CAD実習室：CAD学習用実習室

※
３F MM実習室：メディアデザイン等学習用実習室

※月曜〜金曜：授業終了後〜 19：00、土曜：大学営業の時間内　開放時間は、行事等で変更になる場合があります。
	 ６号館の実習室は入口のセンサーに学生証を当て、開放時間内に自由に入出することができます。
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保護者のためのしおり

　　図書館についてⅦ

1 概　　要
　蔵書冊数　　図　書　　179,209冊（2025.5.1 電子書籍含む、視聴覚資料除く）
　　　　　　　雑　誌　　1,113冊（和656、洋457）
　施　　設　　座席数　　299席

2 開館時間
　月曜日～金曜日　８：30 ～ 22：00（受付　9：00〜 21：50）

　学生休暇中
　月曜日～金曜日　８：30 ～ 17：30（受付　9：00〜 17：20）

　※貸出等の受付業務は9時から行います。
　※ラーニングコモンズは8時40分から開館いたします。

3 休館日
　土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始、入学式・学位記授与式、学生の休暇中の一定期間、
学園休業日、図書館長が必要と認めた日。
　開館時間・休館日は変更になることがあります。図書館内掲示板、図書館ホームページに
てお知らせしています。

4 貸出冊数と期間

図　　　　　書

学　　部　　生 ５冊以内 ２週間

卒業研究に着手
した学生

卒業研究用以外 ５冊以内 ２週間
卒業研究用 ５冊以内 ２ヶ月間

大　学　院　生 30冊以内 ２ヶ月間
学　　外　　者 ５冊以内 ２週間

雑誌／資格資料 すべての利用者 ２冊以内 １週間

※貸出手続きには、本学学生証または本学図書館利用者カードが必要です。
※貸出更新は、1回のみ可能です。
※次の資料は貸し出しができないのでご注意ください。
　・禁帯出ラベルの貼ってある資料 　・雑誌の最新号 　・視聴覚資料
※学外者は「図書館利用者カード」の発行により貸出を受けることができます。
　発行手続きには顔写真付きの身分証明書が必要です。
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学び （教務関係）

5 資料の配置

３階
人文・社会科学・自然科学・工学系一般・参考図書、地図、特集図書（新刊・資格・
就職・レポート作成・TOEIC・英語多読）、文庫、新書、新聞（全国紙・地方紙・
スポーツ・経済紙）

４階 自然科学工学系一般・参考図書、専門雑誌、他大学研究紀要、製本雑誌

ラーニング
コモンズ 視聴覚、一般雑誌、旅行関連図書

6 電子書籍
　図書館ホームページより電子書籍が閲覧可能です。3種類のプラットフォーム（Maruzen 
eBook Library、LibrariE、ProQuest Ebook Central）があり、理工学、生命科学など
の学術関係書籍のほか、就職関連書籍、TOEIC 関連書籍や小説などの一般書籍も提供してい
ます。

7 資料のコピー　
　図書館にある資料は、著作権法に触れない範囲で複写することができます。館内のコピー
機を使用して複写をする際は、資料複写申込書を提出し、次のことを守っていただきます。
　⃝調査や研究の目的に限ります	
　⃝複写できる範囲は資料の一部分（１—２以下）です
　⃝一人につき一部に限ります
　⃝館内資料のみ複写できます（持ち込み資料の複写は出来ません）
　⃝雑誌最新号、当日の新聞の記事は複写できません

　図書館の利用方法については、図書館受付カウンターに置いてある「図書館利用案内」や
図書館ホームページで説明しています。その他、図書館の利用についてわからないことがあ
れば、受付にてご相談を承ります。
※図書館URL：https://www.fukui-ut.ac.jp/library/

8 ラーニングコモンズ
　ラーニングコモンズは、グループ学習、パソコンでの情報収集やレポート作成、プレゼン機器
を用いた発表練習など、さまざまな学習用途に利用できる多目的スペースです。
　図書や雑誌などの図書館資料もスペース内に持ち込んで利用することができ、可動式のテー
ブル・椅子は、人数に合わせて組み替え、自由な配置で使うことができます。

＜設備＞
　備え付けパソコン、プリンター、可動式プロジェクター、可動式スクリーン、大型液晶ディ
スプレイ、DVD・ブルーレイプレーヤー、キャスター付テーブル・イス、パーテーション型
ホワイトボード、有線・無線 LAN、ポータブルワイヤレスアンプ、ワイヤレスマイク
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保護者のためのしおり

　　インターナショナルセンターⅧ

1 インターナショナルセンターの目的
　インターナショナルセンターは、本学の国際交流の拠点として、国際化の推進、留学生支援等
を目的に設立されました。
　同センターには、自由に使用できる「Study Lounge」があり、日本人学生と外国人留学生と
の交流の場として使われています。また、外国人教員のSPEC推進室も同じフロアにあり、日常
的に英語学習ができる環境を整えています。

2 支援内容

国際交流の推進に関すること 連携協定を締結している9か国16大学等との学生交流や共同研
究などの支援

学生の海外派遣に関すること 海外語学研修や海外ボランティアなど海外留学の支援
留学生の支援に関すること 在留カード更新や国民健康保険等の各種手続などの支援

3 連携協定
教　育　機　関　名 国　　名

①カトリック関東大学校 韓国
②中南大学 中国
③グリンドゥール大学 イギリス
④オンタリオ工科大学 カナダ
⑤ダナン大学 ベトナム
⑥ベトナム教育訓練省国際教育開発局 ベトナム
⑦ホーチミン市工業大学 ベトナム
⑧明知大学 韓国
⑨サザンクロス大学 オーストラリア
⑩ワラヤ・アロンコン・ラチャパット大学 タイ
⑪カリフォルニア州立大学サンマルコス校 アメリカ
⑫ランパーンラチャパット大学 タイ
⑬キングモンクット工科大学ラカバン校 タイ
⑭ラジャマンガラ工科大学ランナー校 タイ
⑮ハワイ大学マノア校 アメリカ
⑯南台科技大学 台湾

4 海外派遣
①海外語学留学（付与単位：4単位）
アメリカ、イギリス、カナダ、オーストラリアで一般家庭にホームステイしながら協定校など
で英語を学びます。
②海外留学支援制度（Seize the day）
　海外ボランティアやワーキングホリデーなど、積極的に海外留学に挑戦する学生を支援します。
③海外インターンシップ（付与単位：2単位）
　タイやベトナムなどに拠点を構える日本企業や学校で就業体験するプログラムです。
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暮らし （学生生活関係）

　担当教員は、クラス担任に相当いたします。学生と個人面談を行い、学生の疑問や不安等の解
消に努め、学習面・生活面における適切なアドバイスをいたします。
　また、保護者の皆様からもお尋ねになりたい件がありましたら、各担当教員にご連絡ください。

　学生生活支援室では、学生が順調に大学生活を送れるよう、さまざまな心の悩みに応じるため
に、専門のカウンセラー（公認心理師、臨床心理士等）や専任のスタッフが待機しています。ど
んな小さな悩みや心配事でも気軽に来ていただけます。
　また、「子供とどう関わってよいのかわからない」 「子供が大学へ行きたがらないがどうしたら
よいか？」など、保護者のみなさまからのご相談も受けつけておりますので、お気軽にお問い合
わせください。

● 学生本人がこんなことで悩んでいませんか？
・ 初めての一人暮らしで不安だ
・ なかなか友達ができなくて困っている
・ 授業についていけるか不安がある
・ 就職活動が不安だ、うまくいっていない
・ 何もやる気が起こらない
・ 食欲がない、夜眠れない
・ 学校へ行きたくない、行けない、辞めたいと思っている
・ 自分のことが嫌い、自信が持てない、周囲の目が気になる
・ 先生やゼミ、部活やサークルの人間関係の悩みがある　など

開　設　場　所 ： FUTシナジー館3階
相　談　時　間 ： 月曜日～金曜日　9：00～ 17：00
直　通　電　話 ： （0776）29 ｰ 2414

暮 ら し　（学生生活関係）

　　担当教員制度Ⅰ

　　学生生活支援室Ⅱ
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保護者のためのしおり

学生・保護者のみなさまへ
〜大学生活において特別な配慮が必要な場合の支援〜

福井工業大学では、以下に該当する学生に対して
修学面の支援を行っております。

　以下のいずれかの診断のある学生

○身体障害（肢体不自由、聴覚障害、視覚障害、その他内臓疾患など）
○精神障害（気分障害、心身症、神経症、重度精神疾患など）
○発達障害（学習障害、ADHD、自閉症スペクトラム障害に含まれるいずれか）
○その他、何らかの個別の支援を要する学生

※支援を希望される学生のみなさまには、『学生生活支援室』が窓口となり、支援申請の
手続きを行います。

　支援体制図

※支援は関連部署と情報共有・連携しながら、全学体制で行います。

学生生活支援室

医務室 障害学生支援委員会

学務課 教　員

就職支援課 入試広報課

学　生
保護者
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暮らし （学生生活関係）

　支援申請に必要な書類

　支援決定までの流れ

　支援を希望する学生のみなさまは、以下の書類を『学生生活支援室』に提出してください。
○修学支援申請書（本学所定のもの）
○特別措置・支援申請書（本学所定のもの）

上記の書類に、機能障害や疾病の状況を説明する以下のいずれかを必ず添付してください。
○障害者手帳の写し
○医師による診断書（本学所定のもの）
○高校で作成された個別の教育支援計画書
○その他、必要書類として本学『障害学生支援委員会』が認めるもの

　支援申請が提出されたのち、本学の障害学生支援委員会にて、申請内容について審議さ
れ、支援内容を決定いたします。学生本人からの支援申請に対して、大学がご希望に添え
ない場合、大学と学生双方にとって適切な支援ができますよう、協議を重ねていきたいと
考えております。

●本件に関する問合せは、学生生活支援室までご連絡ください。

　福井工業大学　学生生活支援室　（月曜日〜金曜日　9：00〜 17：00）
　〒 910–8505　福井県福井市学園 3丁目 6–1　TEL：0776–29–2414（直通）

①支援申請

⑥支　　援

学

生

②支援受付

⑤支援決定通知

学
生
生
活
支
援
室

③支援審議

④支援決定

障
害
学
生

支
援
委
員
会
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保護者のためのしおり

　医務室では、学生の皆さんが健康な状態で大学生活を送るとともに、大学での様々な経験を通
して心身の健康を自己管理できる能力を身につけられるよう支援しています。

● 保護者の方へのお願い
　安全な学生生活を送っていただくためにも、できるだけ学生の心身の健康問題を把握し、
緊急時の速やかな対応に繋げていけるよう努めております。
　現在治療中の疾患や、既往歴（過去にした大きなけがや病気）、障害をお持ちの方は学生台
帳や保健調査票にその情報を記載していただきますようお願い致します。
　また大学における感染予防対策として学校等集団生活で流行しやすい感染症（麻疹・風疹）
について感染症罹患調査のアンケートをお願いしています。ご協力をお願い致します。
　麻疹（はしか）・風疹（三日はしか）の予防接種歴もなく、かつ麻疹・風疹にかかった事が
ない方はかかりつけ医にご相談の上、予防接種をお受けになる事をお勧めします。

● 体調管理について
　日々の体調観察のために、一人暮らしをされる場合は体温計をご準備ください。
　登校前の検温で発熱がある場合、体調が普段より良くない場合は登校を控え、自宅にて経
過観察をし、必要な場合は医療機関を受診してください。大学を欠席する場合は学務課にご
連絡ください。
　また、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザに罹患した場合は、学務課に必ずご連
絡ください。

■ お問い合わせ先
　 学務課 ： 電話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 7867
　 医務室 ： 電話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 2629

1 定期健康診断（年1回）
　毎年4月に学生健康診断を実施しています。これは学校保健安全法により、学生の受診が
義務づけられています。毎年受診し、健康状態をチェックすることは健康の保持増進、病気
の予防や早期発見にとても重要です。終了後は個人に結果票を作成しお渡しいたします。必
要に応じて精密検査を勧めることもあります。

2 医務室の利用
応急処置：�講義、実験、実習中や課外活動中などに発病したり、怪我をした場合は、医務室

で応急処置をします。必要な場合は医療機関を紹介します。
健康相談：健康面から日常的なことまで、気軽に相談してください。
そ の 他：�健康をチェックするための機器（身長・体重・体組成計・血圧計等）が利用できます。

近隣の医療機関を皆さんのニーズに応じて紹介します。

　　健康管理等Ⅲ
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暮らし （学生生活関係）

3 保険・医療費補助
　大学独自の医療費補助給付制度や、全国の大学が加入している学生教育研究災害障害保険
の請求手続きを医務室や学務課で紹介しています。
　インフルエンザワクチンと麻しん風しん混合ワクチン（MRワクチン）の接種に対し、大
学から一部補助がでます。

4 健康に関する行事・イベント
　学内で普通救命講習（AED講習会）を実施したり、献血や、薬物乱用防止の講演を行っ
ています。

■ お問い合わせ先
　 担　　当 ： 医務室（大学2号館1階）
　 直通電話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 2629
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保護者のためのしおり

　　日常生活についてⅥ

1 証明書発行について
　在学証明書、通学証明書等の発行は大学2号館1階　学生ロビー内の自動発行機にて発行で
きます（但し学生証が必要・有料）。在学証明書は入学式当日に無料で1部配布をしております。
また、通学証明書につきましては入学式翌日４月３日（金）からの発行になります。

2 自動車・バイク・自転車の通学について
　自動車・バイク通学をする場合は、不動産業者で必ず各自駐車場を確保してください。大
学周辺の道路、店舗駐車場、他人の駐車場には絶対に駐車しないように強く指導しておりま
すので、ご理解・ご協力くださいますようお願いいたします。
　また、通学手段届出書にて車ナンバー、車種を予め学務課に届け出ていただく必要があり
ます。

3 学生及び保護者住所・保証人等の変更届について
　在学中に学生及び保護者の住所を変更された場合は、速やかに学務課で変更手続きを行っ
てください。また、保証人を変更された場合も同様にお願いいたします。

困ったことがあれば一人で悩まず、下記まで相談してください。

● 学生生活支援室　　　　　　　　　　　　TEL.0776 ｰ 29 ｰ 2414
　 相談時間　9：00～ 17：00（土・日・祝祭日・学園休業日は休み）

● 福井市消費者センター　　　　　　　　　TEL.0776 ｰ 20 ｰ 5588
　 相談時間　9：00～ 17：00（土・日・祝祭日・年末年始は休み）

● 福井県消費者センター　　　　　　　　　TEL.0776 ｰ 22 ｰ 1102
　 相談時間　9：00～ 17：00（祝日・年末年始は休み）

　　学費についてⅦ

1 納付時期と方法
　前期・後期の2分割で納付してください。原則として、預金口座からの自動引落しにより徴
収致します。引落し予定日は、【前期】7月頃、【後期】12月頃としており、（※振込みの場合は、
引落し予定日の約1週間前が納付期日となります。）それぞれ保護者宛に本学所定の学費案内
が FUTアプリで個別に配信されますので、案内に沿って納付してください。なお、自動引
落しに関するお問い合わせにつきましては、財務課までご連絡ください。
※注意
　期日までに納入確認がとれず、催告を受けても納付しない場合は、学則第30条に則り除
籍勧告が行われる場合があります。



Fukui  Univers i t y  of  Technology 19

暮らし （学生生活関係）

2 延納・分納
　やむを得ない事情により期日までの納入が難しい場合は、納入延期・分割支払いの制度が
ありますので、財務課までお問い合わせください。

■ お問い合わせ先
　 担　　当 ： 財務課
　 直通電話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 2821

　　奨学金・経済支援についてⅧ

● 日本学生支援機構奨学金〔貸与奨学金〕
　日本学生支援機構奨学金のうち、貸与奨学金についてご説明します。経済的理由により修
学に困難がある優れた学生に対し、貸与を行っています。（家計、学力の基準があります）

（1）奨学金の種類
　　〔第一種奨学金〕

利　　息 ： 無利子貸与
貸与月額 ： 通学形態（自宅・自宅外）に応じた金額から選択します。

　　〔第二種奨学金〕
利　　息 ： 有利子貸与（年利3%を上限とする利息付）
貸与月額 ： 2万円〜 12万円までの1万円単位の金額の中から選択します。

（2）貸与額（月額）

　　

種　別 貸　与　月　額 備　　　　考

第一種
（無利子）

自　宅

54,000円（最高月額）

左記の月額から選択できます。
（貸与中でも各通学形態内での貸与月額
の変更は可能です）

※最高月額には採用基準が設けられてい
ます。

40,000円

30,000円

20,000円

自宅外

64,000円（最高月額）

50,000円

40,000円

30,000円

20,000円

第二種
（有利子）

２万円〜 12万円
（１万円単位）から選択

自宅・自宅外にかかわりなく、左記の
月額から選択できます。
（貸与中でも貸与月額の変更は可能です。）
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（3）保証制度について
　日本学生支援機構奨学金の貸与を希望する場合は、保証人の選任が必要となります。
　保証人の選任には以下の2つの選択肢があります。

〔人的保証〕
　人的保証とは、連帯保証人と保証人を選任する保証制度のことです。
　なお、連帯保証人は原則父母のどちらか、保証人は、父母を除く4親等以内の親族で
なければなりません。

〔機関保証〕
　機関保証とは、保証人が選任できない場合に、代わって保証機関が保証人となる保証
制度のことです。
　毎月保証機関に保証料を支払わなければなりません。（保証料は貸与月額から差し引
かれます。）

（4）申し込みについて
①緊急応急採用
家計急変が発生した場合は、随時募集を行います。直接学務課へ相談してください。
但し、家計急変事由が発生した日から12ヶ月以内に申し出てください。

②在学採用
大学進学後に申し込みが可能な募集方法です。申し込み方法は21ページ【在学採用申
し込み方法】をご確認の上、手続きしてください。
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【在学採用申し込み方法】

①申し込み説明会への参加
4月9日（木）、10日（金）の申し込み説明会に参加します。
※申し込み説明会の詳細は、manaba※、FUTアプリおよび学内掲示にてお知らせします。

※説明会には学生本人が参加します。

※申請書類は説明会でお渡しします。

説明会：令和8年4月9日（木）16：30 ～　または、4月10日（金）17：40 ～
のいずれか都合のよい方へご参加ください。
やむを得ず上記説明会に参加できなかった場合は、学務課窓口で申請書をお渡しします。

窓口配布期間：4月13日（月）～ 4月20日（月）まで

※manaba ：入学前にご案内しました学生用電子掲示板です。ログイン方法は送付した
資料をご確認下さい。

② WEB 申し込み（スカラネット）を行う
申込者本人が、自宅でパソコン・スマートフォンを使って入力します。
入力期限：4月30日（木）

③申し込み書類の提出
書類提出期限日までに書類一式を学務課まで提出してください。提出書類の詳細について
は、説明会で配布した案内資料をご確認ください。
書類提出期限：令和8年5月1日（金）

④採用決定
採用となれば 初回振込開始日は、令和8年6月または7月となります。初回振込以降、機構
から「奨学生証」・「返還誓約書」等が大学あてに届きます。到着次第、FUTアプリでお知ら
せしますので、学務課まで受け取りにきてください。
※返還誓約書は機構に提出が必要な書類です。

例年、日本学生支援機構の採用決定通知よりも奨学金振り込みが早い場合がございます。

※書類の不備や、学業基準等により、8 月以降の採用となる場合がございます。
※日本学生支援機構奨学金は、必ず採用されるものではありませんので、予めご了承ください。
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（5）予約申込者（高校在学時に予約採用候補者として決定している方）について
高校3年次に日本学生支援機構奨学金の申し込みをしており、現在「予約採用候補者決
定通知書」をお持ちの方は、予約採用候補者となっております。予約採用候補者の方が
大学進学後奨学金を希望される場合は、入学後に以下【予約採用候補者の入学後の手続
きについて】をご確認の上、手続きしてください。

【採用候補者（予約申込）の入学後の手続きについて】

（6）在籍報告と継続願の提出・適格認定
次年度も貸与・給付を希望する奨学生は、在籍報告・継続願を毎年提出する必要があり
ます。
　・給付奨学生→在籍報告（毎年4月頃）
　・貸与奨学生→継続願 　（毎年12月～ 2月頃）
　期日までに提出しなかった場合は廃止となります。在籍報告、継続届の内容と学業成
績を総合的に審査し、適格認定が実施され、次年度の継続可否が決まります。

②必要書類を学務課へ提出
令和8年4月17日（金）までに、以下の必要書類を学務課へ提出してください。
1.　採用候補者決定通知書【進学先提出用】　→　対象者全員
2.　自宅外通学を証明する書類（賃貸借証明書、入寮許可書等のコピー）
　　　→　給付奨学金・貸与第一種奨学金の方で自宅外通学の方のみ
※採用決定通知書【本人保管用】の提出は不要です。

①進学届の提出方法掲載
※manaba（学生用電子掲示板）、FUTアプリにてご案内します。

③各自でスカラネット入力（進学届の WEB 提出）
令和8年4月21日（火）までに、各自で進学届を提出してください。
※manaba または FUTアプリ掲載の提出方法を参照してください。

※進学届下書き用紙を印刷、または学務課窓口で下書き用紙を受け取り、下書きを完成させてから
WEB入力を行ってください。

④採用決定
初回振込は、5月下旬頃になります。（上記②、③を記載の期限までに行った場合）初回振
込以降、機構から「奨学生証」・「返還誓約書」が大学宛に届きます。到着次第 FUTアプ
リでお知らせしますので、学務課まで受け取りにきてください。
※返還誓約書は機構に提出が必要な重要な書類です。
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● 日本学生支援機構奨学金〔給付奨学金〕
　返還の義務のない奨学金です。給付奨学金の支給対象者は、授業料の減免も同時に受ける
ことができます。

（1）-1　支給額【扶養する子の数が1 〜 2人】
※資産要件：授業料減免、給付奨学金支給とも5,000万円未満

種　　別
給付奨学金支給額（私立大学）

授業料減免額（上限）
自宅通学 自宅外通学

第 Ⅰ 区 分 38,300円 75,800円 700,000円（年額）
第 Ⅱ 区 分 25,600円 50,600円 466,700円（年額）
第 Ⅲ 区 分 12,800円 25,300円 233,400円（年額）

第Ⅳ区分
理工農系 0円 0円 233,400円（年額）
上記以外 0円 0円 0円（月額）

（1）-2　支給額【扶養する子の数が3人以上：多子世帯】
※資産要件：授業料減免は3億円未満、給付奨学金支給は5,000万円未満

種　　別
給付奨学金支給額（私立大学）

授業料減免額（上限）
自宅通学 自宅外通学

第 Ⅰ 区 分（多 子） 38,300円 75,800円 700,000円（年額）
第 Ⅱ 区 分（多子） 25,600円 50,600円 700,000円（年額）
第 Ⅲ 区 分（多子） 12,800円 25,300円 700,000円（年額）
第 Ⅳ 区 分（多子） 9,600円 19,000円 700,000円（年額）
※本学は、理工農系はスポーツ健康科学科以外の学科が該当します。
※生活保護を受けている生計維持者と同居している方、児童養護施設等から通学している方は、支給額が
別に設定されています。詳しくは学務課までお問い合わせください。

（2）給付奨学金受給中の第一種奨学金の貸与金額（併給調整）
第一種奨学金の貸与者が、給付奨学生に採用された場合、給付奨学金の支給を受けてい
る期間中、同時に受けることができる第一種奨学金の月額には制限が設けられます。
詳細は日本学生支援機構ホームページをご確認ください。

（3）申込み方法・進学届の提出
給付奨学金の在学採用の申込み方法、および予約採用候補者の入学後の手続きは、貸与
奨学金と同様（P.21、P.22）です。

（4）年に１回の在籍報告の提出および適格認定（学業等）
給付奨学生は全員４月に在籍報告の提出を行います。期日までに提出がない場合は廃止
となります。在籍報告の内容と学業成績等を総合的に審査し、適格認定が実施され、次
年度の継続の可否が決まります。
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（5）適格認定（家計）
毎年７月に学生本人と生計維持者の所得情報（マイナンバーにより取得）や、報告され
た資産額に基づき、後期以降の支援区分が見直されます。確認の結果、区分が変更になっ
た場合、10月分から支給額および授業料減免額が変動します。（いずれの区分にも該当
しない場合は、１年間の支給停止となります。）

● 福井工業大学奨学金
　本学には、学業・クラブ活動で優秀な成績を修めた時、または家計状況の急変により学納
金の支弁に支障が生じた場合に、奨励金の支給、学納金等を減免する制度があります。

（1）入学前に採用が決定する奨学金
①　福井工業大学選抜奨学金	 入学金および授業料全額免除または学納金50％減免
②　福井工業大学推薦選抜奨学金	 授業料50％減免
③　福井工業大学スポーツ特待生奨学金	 学納金または授業料減免
④　福井工業大学私費外国人留学生奨学金	 学納金50％減免
⑤　福井工業大学離島・沖縄県出身者支援奨学金	 学納金50％減免
⑥　福井工業大学高大連携協定校特別奨学金	 入学金免除
⑦　福井工業大学大学院進学奨励奨学金	 第一種　学納金50％減免
	 第二種　本学学納金の総額と国立大学大学院標	

　　　　準額との差額を減免

（2）1年次から申請できる奨学金
①　兄弟学費減免奨学金	 学納金50％減免
②　福井工業大学特別奨励金	 本学指定のランク制度に応じた奨励金を給付
③　福井工業大学災害特別奨学金	 学納金等減免または災害援助金支給
④　福井工業大学育英奨学金（家計急変時のみ）
	 学納金70万円を上限として減免　　
⑤　福井工業大学私費外国人留学生生活奨学金
	 月額３万円支給

（3）2年次から申請できる奨学金
①　福井工業大学特待生奨学金	 学納金50％減免
②　福井工業大学育英奨学金	 学納金30〜 70万円減免
③　福井工業大学学習奨励金	 5万円給付
④　福井工業大学外国留学奨励奨学金	 学納金の半額を上限に渡航費等を補助

　各奨学金の詳細につきましては、学務課までお問い合わせください。
　なお、上記奨学金の内容は、制度改正により変更になる場合があります。
　（学務課直通：0776 ｰ 29 ｰ 7867）
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● 自治体奨学金
　地方自治体には、住民の子弟を対象とした奨学金制度、育英資金制度があります。詳細に
つきましては、各地方自治体窓口（役場、役所）またはホームページで確認してください。

● 日本政策金融公庫（国の教育ローン）
　国の教育ローンは、奨学金と異なり、大学への入学または在学中にかかる諸費用を対象と
して保護者に融資する制度です。公的な融資制度のため低利・固定金利で利用できます。
【概　要】

融 資 条 件

世帯の年間収入が次の基準を満たす者
子供の人数　給与所得者（事業所得者）
　 １人  　　　790万円以内（600万円以内）
　 ２人  　　　890万円以内（690万円以内）
　 ３人  　　　990万円以内（790万円以内）

融資の使いみち

大学に入学・在学するために必要となる次の資金
①学納金（入学金、授業料、施設・設備費など）
②受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・宿泊費など）
③アパート・マンションの敷金・家賃など
④教科書代・パソコン購入費、通学費用など

融 資 額 学生一人につき350万円以内（一年分まとめて受取）

返 済 期 間 20年以内

返 済 方 法 毎月元利均等返済、ボーナス月額返済

● その他の奨学金制度・教育ローンなど
（1）財団などの奨学金、育英資金制度
　　詳細は、各財団窓口にてご確認ください。

インターネットなどでも情報を提供しているところがありますので、是非活用してくだ
さい。

■ お問い合わせ先
　 担　　　当 ： 大学事務局　学務課　奨学金担当
　 電　　　話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 7867
　 電子メール ： gakusei-u@fukui-ut.ac.jp
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1 キャリアセンターの業務
キャリアセンターでは、皆さんの就職活動をサポートするために、次のようなサービスを提
供しています。進路・就職に関する相談・質問があれば、お気軽にご利用ください。

1.	 就職・進路に関する相談やアドバイス
2.	 求人・企業情報等、就職に関する情報提供
3.	 就職ガイダンス、就職試験対策講座、学内合同企業研究会および個別説明会等の実施
4.	 履歴書・エントリーシートの添削や面接指導
5.	 資格取得支援講座の開講
6.	 インターンシップに関する業務、情報提供
7.	 身だしなみ、ビジネスマナーに関する指導

2 就職担当教職員
学科ごとに就職担当教職員を配置

3 場所と利用時間
場　　所：大学1号館3階
利用時間：月曜日〜金曜日　8：30～ 17：30
　　　　　（土曜、日曜、祝日、学園休業日、春、夏、冬季の休業日は閉所）

4 就職活動スケジュール

進　路　（就職、大学院進学関係）

　　就職についてⅠ

キャリアセンター
各学科就職担当職員

卒業研究指導教員

組織的支援体制

学生

支 援 支 援
担当教職員は
こちら
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進路 （就職、大学院進学関係）

5 充実した就職支援プログラム

6 就活関連の情報提供
企業情報や各種イベント情報は、「FUT アプリ」や就職支援情報サイト「就職支援ナビ」
にて周知

1年次 2年次 3年次 4年次

●GPSアカデミック
　（自己分析Webテスト）

●資格取得講座説明会
　※全学年対象

●企業見学バスツアー

●就職ガイダンス

●就職ガイダンス
●GPSアカデミック
　（自己分析Webテスト）
●インターンシップ（国内・海外）
●学内合同企業研究会
●個別支援

●個別支援
●個別企業説明会

就職ガイダンス 2年次・3年次に開催。自己分析・業界研究・応募書類の作成方法・面
接対策・ビジネスマナー等、就職活動の進め方を体系的に学びます。

企業見学バスツアー リアルな職場を自分の目で見て、仕事の魅力や働く人の姿を体感。
将来の進路を考えるヒントを見つけます。

インターンシップ 県内外問わず、就業体験先の情報提供を行ったり、自分の興味のあ
る就業体験先を探すための相談も行っています。

学内合同企業研究会 全国から多数の企業をお招きして、合同研究会を実施。多くの学生
が、積極的に参加します。

個別支援
就職活動全般に渡る相談についてマンツーマンで対応しています。
応募書類（履歴書・エントリーシート）作成、面接対策、求人情報
の提供も行っています。対面・オンラインどちらも対応可能です。

「FUTアプリ」 就職支援情報サイト「就職支援ナビ」
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保護者のためのしおり

1 各学科がすすめる資格
各学科ごとに受験可能な資格試験、おすすめ受験資格を HP に掲載
しています。

2 本学の大学教授陣による資格取得の支援
講義終了後の受講時間を設定しているため、授業との両立が可能です。
○基本情報技術者試験
○ CG エンジニア検定（エキスパート・ベーシック）
○公害防止管理者（水質）
○放射線取扱主任者（第１種・第２種）（エックス線作業主任者への講座を含む）
○非破壊試験技術者（超音波探傷レベル１）
○環境測定分析士（３級）

3 学外講師による特別講座
【メリット】
1. 授業料が格安
　大学主催の講座のため、学外の専門学校に比べ格安で受講できます。
2. 移動時間ゼロ
　キャンパス内で受講できるため移動時間のロスがありません。
3. 親切でわかりやすい指導
　レベルに合わせた丁寧な講義が特徴。質問が多くできるのも魅力です。

○２級建築士取得支援講座
○宅地建物取引士受験講座
○２級建築施工管理技士学科試験対策講座
○２級土木施工管理技士学科試験対策講座
○基本情報技術者
○公務員試験対策講座

■ お問い合わせ先
　 担　　　当 ： キャリアセンター　就職支援課
　 電　　　話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 7868
　 電子メール ： syusyoku@fukui-ut.ac.jp

HPはこちら

　　資格取得・各種講座についてⅡ
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進路 （就職、大学院進学関係）

　　大学院進学についてⅢ
　科学・技術の進歩がめざましい現代の知識基盤社会においては、進歩に適応できる確かな基礎
学力と専門知識・技術、そして応用能力が必要とされています。そのためには、学部で学ぶだけ
でなく、大学院に進学してより高度な専門知識・技術及び研究能力を身に付けることが望まれま
す。大学院修了者を求める企業や機関は年々増加している傾向にあります。
　このようなニーズに応えるため、本学は以下のように、大学院工学研究科を設置しており、高
度な専門知識・技術と応用能力を備え、社会に貢献できる人材の育成を目指しています。

【大学院工学研究科】
● 博士前期課程及び博士後期課程

応用理工学専攻
　電気電子情報工学コース、宇宙情報科学コース、機械工学コース、
　環境生命化学コース、原子力技術応用工学コース
社会システム学専攻
　土木工学コース、建築学コース、デザイン学コース、経営情報学コース、
　スポーツ健康科学コース

本学は、大学院進学に関して以下のような制度を設けています。
① 早期大学院入学制度
学部3年次修了時に所定の単位を優秀な成績で修得したと認められる場合、4年次を経ないで
大学院に進学することができます。 

② 大学院生によるティーチング・アシスタント（TA）制度
大学院生が学部学生の実験・実習に指導補助として参画し、各専門分野における幅広い工学的
技術を修得するとともに、教育の実習を経験することを目的とした制度です。本学の非常勤
職員として担当時間数に応じて手当が支給されます。 

③ 博士の学位取得年限の短縮制度
大学院博士後期課程に進学する場合には、学習成果が特に優れた学生については、所定の学
修年限の短縮により、より早く博士の学位を取得することができます。
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■ お問い合わせ先
　 担　　　当 ： 入試広報課
　 電　　　話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 7871
　 電子メール ： kouhou@fukui-ut.ac.jp
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大学の社会貢献活動について

● 自治体等との連携
	 協定締結自治体等

自　治　体　等 協定種別 締結年月日
勝山市 相互協力協定 平成 16年 4 月 14日
あわら市 相互協力協定 平成 17年 7 月 20日
鯖江市・鯖江商工会議所 相互連携協定 平成 21年 7 月 29日
福井市 相互協力協定 平成 21年 11月 26日
敦賀市・敦賀商工会議所 相互連携協定 平成 22年 10月 1 日
坂井市 相互協力協定 平成 23年 5 月 24日
越前市・武生商工会議所・越前市商工会 地域連携協定 平成 23年 10月 25日
若狭町（金井学園として協定締結） 相互連携協定 平成 29年 9 月 20日
大野市 相互連携協定 平成 30年 4 月 18日
池田町 相互連携協定 令和 3 年 11月 11日
福井県 包括連携協定 令和 5 年 1 月 30日
※それぞれの自治体等と協議会、連絡会等を実施し、現在様々な取組を実施しています。

● 「科学実験キャラバン」「出前講義・出前実験」「ロボキャンプ」
地域の小中高生たちに、科学のおもしろさ、楽しさを伝える活動を定期的に実施しています。
多くの学生の皆さんにも、学生スタッフとして活躍していただいています。「教える」側の立
場を経験することが、自分のキャリア向上にもつながる効果もあります。興味のある学生は、
社会連携推進課の窓口までお気軽にお問い合わせください。

● FUT 公開講座
学生の皆さんのみならず、地域の一般の方々向けにも、学内外の講師を招いた講演会や公開
講座を実施しています。ホームページなどで都度告知させていただきますので、ぜひ皆さま
のご参加をお待ち申し上げております。

■ お問い合わせ先
　 担　　当 ： 社会連携推進課
　 直通電話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 2661
　 F  A  X ： 0776 ｰ 29 ｰ 7843

● 大学間連携協定等に基づく学生の交流、単位互換、進学等について
本学では、大阪大学工学部、大阪大学大学院工学研究科、東京都市大学、上越教育大学、上
越教育大学大学院学校教育研究科と教育研究交流を目的とする大学間連携協定等を締結して
います。一部において授業科目の単位互換や、研究指導、施設・設備の相互利用、大学院進
学時の優遇措置等を受けることが可能です。詳しくは、大学学務課までお問い合わせください。

■ お問い合わせ先
　 担　　当 ： 学務課
　 電　　話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 7867

大学の社会貢献活動について
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保護者のためのしおり

　福井工業大学後援会は「福井工業大学の繁栄を期し、会員相互の連絡親睦を図る」ことを目的
としています。各種事業を通じて、大学の近況や学生生活の状況を保護者の皆様にご理解いただ
き、ご子息、ご息女の学生生活が実りあるものとなるようにご協力いただきたいと存じます。
　後援会は、毎年1回開催される総会で役員を選出、事業計画を策定し、保護者の皆様の総意で
運営されます。総会、懇談会など各種事業に対しまして積極的にご参加いただきますようよろし
くお願いいたします。

　　

　後援会の会員は、正会員、賛助会員とします。正会員は福井工業大学に在学する学生のご両親
又はご親族とします。賛助会員は、後援会の趣旨に賛同する者とします。役員は、会長1名、副
会長2名、理事若干名、監事2名となっております。

　事業活動の経費として、年会費15,000円を学費その他の納付金と一緒に納入していただいて
おります。

　後援会の取り組みは大きく分けて懇談会事業、学生活動支援事業、広報・通信事業をおこなっ
ております。毎年１回開催される総会において事業計画を決定いたします。

● 保護者懇談会事業　　※変更する場合がございます
  5月………………春季保護者懇談会（福井キャンパス、オンライン（日程が異なります））
10月………………秋季保護者懇談会（福井キャンパス、オンライン）
10〜 11月………就職セミナー
　春季保護者懇談会では、ご子息、ご息女の成績、日常生活、就職などの諸問題について教
員と保護者が個別面談及びオンライン面談で話し合える絶好の機会です。又、秋季保護者懇
談会では学修状況を中心にその他の諸問題について個別面談及びオンライン面談を実施いた
します。
　就職セミナーでは、就職を取り巻く現状、選考活動の実態、保護者のサポートの在り方な
どについて、外部講師や本学キャリアセンター職員による講演を実施いたします。

　　目的と概要1

　　組織について２

　　会費について３

　　取り組みについて４

福井工業大学 後援会
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福井工業大学後援会

● 学生活動支援事業
①課外活動支援
　クラブ活動、プロジェクト活動、学術活動、その他各種大会出場補助（但し、大会規模に
より補助対象が変わります）、移動に伴う交通費、宿泊費の一部補助を行っています。

②大学祭の補助
　毎年秋に開催される大学祭への補助を行っています。
③就職活動に対する補助
　3年生全員へ就活手帳の配布、自己分析ツールや学内企業合同研究会資料等、学生への就職
活動の啓発にかかる補助を行っています。

④本学主催の海外語学研修費用の補助
　海外語学研修参加者へ一人当たり3万円を補助。
⑤ TOEIC 受験にかかる受験料の補助
　受験料の一部（2,000円）を補助。（但し、授業に伴う受験を除く。）
⑥インフルエンザ学内団体接種にかかる接種料の補助
　学内での団体での受診に限り受診料の一部（1,000円）を補助。
⑦学生食事支援
　学生食事支援のイベント期間中に無料クーポンを配布して学食の食事代を補助。
⑧その他
　1弔慰金
　　学生本人及び学生の保護者が死亡した場合に弔慰金を支給。
　2見舞金
　　⑴学生の入院

学生が正課中、課外活動中及び通学中の事故に伴い、引き続き7日以上の入院について、
見舞金を支給。

　　⑵学生の罹災
学生が居住する家屋が、風水害、地震、火災等の災害により本人が著しく被害を被っ
た場合、見舞金を支給。

● 広報・通信事業
後援会会報の発行（9月、年1回）
大学ホームページへの掲載（懇談会事業関係）
　大学の行事や情報、学生生活の紹介、後援会のご報告など、保護者の皆様へ定期的な情報
発信を行っております。

■ お問い合わせ先
　 担　　　当 ： 後援会事務局（庶務 IR課内）
　 電　　　話 ： 0776 ｰ 29 ｰ 7864
　 電子メール ： koenkai@fukui-ut.ac.jp　　
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● 保護者懇談会（春季）（秋季）及び就職セミナー開催について
　後援会では、主たる事業として、5月に定期総会・春季保護者懇談会、10月に秋季保護者
懇談会・就職セミナーを開催しております。ご子息、ご息女の成績、日常生活、就職などの
諸問題について教員と保護者が個別に話し合える絶好の機会です。
　後日、福井工業大学ホームページでご案内いたしますので、奮ってご参加いただきますよ
うお願い致します。今年度の定期総会・春季保護者懇談会（福井キャンパス、オンライン）
の開催予定は下記のとおりです。

令和8年度　定期総会・春季保護者懇談会日程　※変更する場合がございます
日　　　　　程 会　　　　　場 電 話 番 号

5月23日（土） 13：00	 定期総会
総会終了後	 保護者懇談会	

福井工業大学 福井キャンパス
福井市学園3-6-1 0776-29-7864

5月30日（土） 保護者懇談会 オンライン

● 後援会役員の募集について
　後援会では、1年生の保護者様で役員にご就任いただける方を募集しています。役員の皆
様には、年2回の役員会にご出席いただき、後援会の事業計画や予算等について審議を行っ
ていただきます。ぜひ、皆様のご協力をお願いいたします。
　詳細につきましては、後援会事務局（0776 ｰ 29 ｰ 7864）までお問い合わせください。

〈保護者の声〉 
• �自宅外の進学となり、子供の事がすごく不安だったが、他の保護者と役員会等で心強いア
ドバイスをもらい、役員になって良かったと感じる。
• �大学となると保護者同士が顔を合わせる事が全くないが、役員会の後にお互いの心配事を
相談できたり、情報を共有し合える時間があり、自分にとっても子供にとっても良い。
•� �保護者代表として意見を述べる場があり、後援会事業に反映させることができたり、大学
へ直接要望することができる。

福井工業大学 同窓会
　福井工業大学同窓会は、「会員相互の親睦を図り、母校の発展と振興に寄与すること」を目的に
本学の卒業生で組織された団体です。現在、滋賀県・愛知県・富山県・新潟県・福井県・石川県・関東・
関西阪奈・和歌山県・岐阜県・京都府・三重県の12か所に同窓会の支部があります。支部主催の
親睦旅行、イベントの開催、ホームページによる情報発信により会員相互の連帯を深めています。

■ お問い合わせ先
　 担　　当 ： 同窓会事務局（社会連携推進課内）
　 直通電話 ： 0776 ｰ 25 ｰ 5545　　 FAX： 0776 ｰ 25 ｰ 5545

後援会事務局からのお知らせ
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本学の学部学科構成

　本学では現在4学部8学科17コース及び基盤教育機構が設置されています。学部学科の構成は
激しく変化・進展する現代の工学技術の動向、スポーツ・健康産業等を把握し、日本の産業の将
来を見極める視点から設定され、社会の要請に対応したカリキュラム編成によって、企業の第一
線で活躍できる人材養成及び国家資格の取得を目指し、実践的専門教育を入学当初から行ってい
ます。

本学の学部学科構成

〔大　学　院〕
応 用 理 工 学 専 攻
（博士前期課程・

博士後期課程）

大
学
院
工
学
研
究
科

社会システム学専攻
（博士前期課程・

博士後期課程）

〔スポーツ健康科学部〕

スポーツ健康科学科
（Ｓ）

２年次
コース分け

〔工　学　部〕

建 築 土 木 工 学 科
建 築 コ ー ス

土 木 コ ー ス（Ａ）

２年次
コース分け

原子力技術応用工学科
原 子 力 工 学 コ ー ス

放 射 線 応 用 コ ー ス（Ｎ）

２年次
コース分け

機 械 工 学 科
（Ｍ）

機 械 シ ス テ ム コ ー ス

自 動 車 シ ス テ ム コ ー ス
１年次後期
コース分け

電気電子情報工学科
電 気 電 子 コ ー ス

ＡＩ情 報 宇 宙 コ ー ス（Ｅ）

２年次
コース分け

〔経営情報学部〕

経 営 情 報 学 科
（Ｋ）

デ ー タ サ イ エ ン ス コ ー ス

経 営 シ ス テ ム コ ー ス
２年次
コース分け

〔環境学部〕

デ ザ イ ン 学 科
（Ｄ）

都 市 デ ザ イ ン コ ー ス

メディアデザインコース
１年次後期
コース分け

環境食品応用化学科
（Ｆ）

環 境 化 学 コ ー ス

食 品 バ イ オ コ ー ス
２年次
コース分け

〔基盤教育機構〕
基 盤 教 育 機 構

（Ｇ）

ス ポ ー ツ 産 業 コ ー ス

地域スポーツ指導者コース

競 技 ス ポ ー ツ コ ー ス



36

保護者のためのしおり 本学の学部学科構成

役　職　一　覧

福井工業大学・大学院組織図

役職名 氏　名
学長 馬場口　登
副学長 宮本　裕司
副学長 池田　岳史
学長補佐 三寺　　潤
学長補佐 辻本　典央
学務部長 蔵田　浩之
図書館長 松浦　敬三
地域連携研究推進
センター長 井藤　幹夫

地域連携研究推進
副センター長 長谷川　浩司

キャリアセンター長 五十嵐　啓
情報メディアセンター長 阿部　修也
情報メディア
副センター長 西　　竜治

インターナショナル
センター長 ブラッドフォード リー

役職名 氏　名
入学センター長 池田　岳史
入学副センター長 辻本　典央
クラブ活動支援
センター長 杉浦　宏季

AI&IoT センター長 芥子　育雄
AI&IoT 副センター長 麻里　　久
まちづくりデザイン
センター長 三寺　　潤

まちづくりデザイン
副センター長 吉村　朋矩

ウェルネス & スポーツ
サイエンスセンター長 坂﨑　貴彦

ウェルネス & スポーツ
サイエンス副センター長 前川　剛輝

未来ロボティクス
センター長 土屋　高志

未来ロボティクス
副センター長 西山　直杜

役職名 氏　名
あわら宇宙センター長 村田　泰宏
あわら宇宙副センター長 中城　智之
アイソトープ研究所長 馬場口　登
FUT 福井城郭研究所長 多米　淑人
工学部長 宮本　裕司
 　電気電子情報工学科主任 西田　好宏
 　機械工学科主任 井藤　幹夫
 　建築土木工学科主任 五十嵐　啓
 　原子力技術応用工学科主任 西沢　博志
環境学部長 川島　洋一
 　環境食品応用化学科主任 小松　節子
 　デザイン学科主任 川島　洋一
経営情報学部長 渡邊　　尚
 　経営情報学科主任 渡邊　　尚
スポーツ健康科学部長 野口　雄慶
 　スポーツ健康科学科主任 野口　雄慶
基盤教育機構長 入学　直哉

電気電子情報工学科

機 械 工 学 科

建築土木工学科

原子力技術応用工学科

工 学 部

地域連携研究推進センター

キ ャ リ ア セ ン タ ー

クラブ活動支援センター

インターナショナルセンター

入 学 セ ン タ ー

アイソトープ研究所

未来ロボティクスセンター

あ わ ら 宇 宙 セ ン タ ー

ウェルネス＆スポーツサイエンスセンター

まちづくりデザインセンター

AI&IoT セ ン タ ー

S S L

テクニカルサポートセンター

図 書 館

情報メディアセンター

FUT 福 井 城 郭 研 究 所

付 属 施 設

庶 務 Ｉ Ｒ 課

社会連携推進課

学 務 課

入 試 広 報 課

就 職 支 援 課

博士前期課程・博士後期課程

応 用 理 工 学 専 攻

社 会 シ ス テ ム 学 専 攻

電気電子情報工学コース

土 木工学コース

宇宙情報科学コース

建 築 学 コ ー ス

機械工学コース

経営情報学コース

スポーツ健康科学コース

環境生命化学コース

原子力技術応用工学コース

大 学 院 工 学 研 究 科

デザイン学コース

情報メディア課

スポーツ健康科学科

スポーツ健康科学部

経 営 情 報 学 科

経 営 情 報 学 部

基 盤 教 育 機 構

環境食品応用化学科

環 境 学 部

デ ザ イ ン 学 科

大 学 事 務 局
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福井工業大学・大学院組織図
役職一覧

大学事務局等　問い合わせ先

問い合わせ先 メールアドレス等

総 合 窓 口 0776 ｰ 29 ｰ 7864（庶務 IR課） syomu-u@fukui-ut.ac.jp

学　　び（教 務 関 係） 0776 ｰ 29 ｰ 7865（学務課） kyomu-u@fukui-ut.ac.jp

暮 ら し（学生生活関係）
0776 ｰ 29 ｰ 7867（学務課） gakusei-u@fukui-ut.ac.jp

0776 ｰ 29 ｰ 2629（医務室） imushitsu@fukui-ut.ac.jp

学 生 生 活 支 援 室 0776 ｰ 29 ｰ 2414

学 習 支 援 室 0776 ｰ 29 ｰ 7865（学務課） gakusyu@fukui-ut.ac.jp

進　　路（大学院進学関係） 0776 ｰ 29 ｰ 7871（入試広報課） kouhou@fukui-ut.ac.jp

進　　路（就 職 関 係） 0776 ｰ 29 ｰ 7868（就職支援課） syusyoku@fukui-ut.ac.jp

大 学 の 研 究 支 援、
社会貢献活動、同窓会

0776 ｰ 29 ｰ 2661（社会連携推進課）
0776 ｰ 29 ｰ 7834

shakai-u@fukui-ut.ac.jp
futcrc@fukui-ut.ac.jp

テクニカルサポートセンター 0776 ｰ 29 ｰ 2671（学務課） center@fukui-ut.ac.jp

情報メディア
セ ン タ ー

図書関係 0776 ｰ 29 ｰ 7870 tosyokan@fukui-ut.ac.jp

電算関係 0776 ｰ 29 ｰ 7873 densan@fukui-ut.ac.jp

インターナショナルセンター 0776 ｰ 29 ｰ 2786 international@fukui-ut.ac.jp

出納窓口（学費納入関係） 0776 ｰ 29 ｰ 2821

あ わ ら キ ャ ン パ ス 0776 ｰ 79 ｰ 0111

大学事務局等　問い合わせ先

　学習・就職・学生生活など、日頃から気に懸かっていることやご心配ご
とがございましたら、お気軽に上記担当課へご相談ください。
　また、大学ホームページ “ 保護者の方へ ” の「お問い合わせ」のページ
にあります各課メールアドレスをご活用ください。
　尚、問い合わせ先が不明な場合は庶務 IR 課メールアドレスにお送りく
ださい。ご相談内容に応じて、担当課に連絡させていただきます。
（ご相談いただきました内容については、固く守秘いたします。）

ご相談窓口について
「メールによるご相談申込」をご活用ください

※発信元や通信の事由が、的確でない電子メールに関しましては、お応えしかねる場合がござ
いますのでご了承ください。
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（福井市学園３丁目６番１号）
※令和８年４月現在

1号館

2号館
夢殿

正倉院

FUTタワー

FUT
シナジー館

高校2号館

高校3号館

バイク駐輪場

高校1号館

グラウンド

体育館

中学校

武徳殿

SSL

トレーニング
センター

衛生看護専攻科

福井アカデミア
ホテル

5号館

駐輪場

3号館

7号館

金井講堂

6号館

正門

■ 福井キャンパス

キャンパス案内図

HPはこちらから
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キャンパス案内図

■ あわらキャンパス

■ カール・マイヤーグラウンド

正門

パラボラアンテナ

パラボラアンテナ

ゴルフコース
1号館

2号館

駐車場

トレーニング
センター

あわら体育館

サッカー専用
人工芝グラウンド

野球場

投球練習場

多目的広場

室内練習場

管理棟

多目的グラウンド

屋外野球練習場

（あわら市北潟213字21番地）
※令和８年４月現在

（永平寺町松岡上吉野72字平野山1番1）
※令和８年４月現在



令和8年度

保護者のためのしおり


